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予定調和を打ち破り、人が集い、経験をリミックスした
unconference2011 から 10 年。

未曽有のパンデミックにより、
わたしたちは会う（meet）ことから遠ざけられ、
会う（meet）ことをしなくても、
十分にコミュニケーションが行うことができるように進化を遂げた。

全ては会う（meet）ことから始まる
そう思っていた。

けれど、
いまや会う（meet）ことは、
リスキーで面倒なだけの時代遅れのコミュニケーションになってしまったらしい。
わざわざ会う（meet）なんて意味が無い？　ほんとうにそうだろうか？
先が見通せないいまだからこそ、あえて会う（meet）意味があるのではないだろうか。

いまだから、会いたい。

いまだからこそ、ひととひとが会う（meet）ことの意味を語りたい。
語り合って会う（meet）ことの本質「unmeet」を探求したい。
会って、語って、考えて、そして希望を見いだそう。

Nice to unmeet you! ようこそ unmeets2022 へ！
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Why not meet !?

［unmeets2022 ＠ onl ine 
ZOOM リンクのご案内］1 月 23 日（日）9：30 ～ 12：

30（9：00 開場）
https://rikkyo-ac-jp.zoom.us/
j/81914458928?pwd=cFZxQ
y9UUFF2QzhLQ2d1ZUtrYTZr
dz09
ミ ー テ ィ ン グ ID: 819 1445 
8928
パスコード : 167218お待たせしました！いよいよ明

日、unmeets2022 ＠ online が
開催されます！なにをするかは
始まってからのお楽しみ！！9:00 からゆるゆると（バタバタ

と !?）unmeets カフェを始めて
おります。下記のチェックリス
トで、最終チェックを終えた方
から、ご参加ください。□ Wifi の調子は良好ですか？

□（できればスマホではなく）
PC のある静かで暖かい部屋にい
ますか？□手をぐるりと回してもぶつか

らない場所ですか？□ジャンプしても床が抜けたり
しませんか？□温かい恰好で、TalkShirts を

着用していますか？□テーブルに Talk Menu Mat を
敷き、その左側にリアクション
ボード（別名フキダシ）が置い
てありますか？□ 温 か い UnmeetTea と

Chocolate は準備できています
か？
□「アンミーツ！」と、思い切
り声を出し、テンションを 3 段
階上げてから、ZOOM リンクボ
タンをクリックしてください！4 unmeets2022@online 5
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unmeet ＠ neomuseum、昨日、無
事に終了しました。
　　　　　
オミクロン株の感染拡大を受けて、
急遽、吉野での開催を見送り、オン
ライン開催となりました。本来なら
ば「対面」で行えていたはずのワー
クショップ。
今回のワークショップは、著書「プ
レイフルラーニング」（上田信行、中
原淳）から 10 年たったことの記念で
行われるはずだったので、ぜひ、対
面で行いたいと思っていました。
テーマである「unmeet」とは、「meet

（あう）」を世間の常識とはズラして
考える、ということ。ぜひ、このご
時世なので、このテーマを対面で実
現したいと思いました。
　　　　
三宅由莉さんの発案に、わたしが同
調して、上田信行先生にお電話を差
し上げたのは１２月。このときの日々
の新規感染者は、２桁であったと思
います。「今なら、できる」と正直に
思っていました。
しかし、感染状況は徐々に悪化。
１月をこえて、ここ最近の感染者は、
なんと１万人にまでにいたりました。

Nakahara Report 01

まさに「不確実性」

VUCA なんていうバタ臭い言葉を使
わなくても、わたしたちの生きてい
る「日常」こそが VUCA そのものだ
と思います。
　　
結局、１月中旬にオンラインへの転換
を行い、この日のオンラインワーク
ショップの実現に至りました。
でも圧倒的な不安のなか、オンライ
ン開催へ、舵を切ってからがすごかっ
た。
　　　　　

上田先生、三宅さん、岩田さん、井
上さんらが中心になって、多くの人々
を巻き込み、プロジェクトを前に進め
ました。何度かプロジェクトメンバー
でオンラインで打ち合わせを行いな
がら企画を進めていく。わたしは、年
末から、ちょっと家族がバタバタして
いて、なかなか時間がとれず中座して
しまうこともありましたが（みなさ
ま、失礼しました＋恐縮です）、なん
とかみなで企画をつくりあげること
ができました。
　　
三宅さん、岩田さんらが発案し、さま
ざまなオンライン研修をもりあげる
グッズなどが各家庭に郵送され、一体

感のあるオンラインワークショップ
をおくることを目指しました（郵送の
実作業をご担当いただいたみなさま
に、心より感謝です）。
　　
ちなみに T シャツに刻まれている文
字は、ひとりひとり、自分が好きな言
葉を三宅さん、岩田さんにおくってつ
くったもの。
わ た し は「Keep yourself alive」
というクイーンの歌詞を選びました。
このご時世にあっては、自分自身をメ
ンタルにも、フィジカルにも、ヘル
シーに保つことが重要かと思ったの
です。そのほかにも「吹き出しツール」
など、オンラインワークショップを

盛り上げ、共通体験を感じられるツー
ルが満載でした（三宅さんの Web で
は、そのほかのツールもご紹介されて
います）。
Trois maison
http://troismaison.net/work/tool-
design/
　　
ちなみに、下記のＵＲＬのショップか
ら、今回のスタッフの T シャツと共
創ツールの書籍の予約販売をなさっ
ているそうです。ここから購入してく
ださった方にはツールのおまけつき
だっそうです。もしよろしければぜ
ひ！　

「会う」とは
「ともにあろう！」とする
「意志の力」である！？

中原淳先生のブログより　2022.1.24 08:31/ Jun
 
http://www.nakahara-lab.net/blog/archive/13710　
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ワークショップとツールの世界は、さ
らに深化していきそうですね。
torois maison online shop
https://troismaison.official.ec/
p/00001

また、アクティビティなどは、井上佐
保子さん、石戸谷直紀さん、井上景
斗さん、秋月一絵子さん（劇団バンビ）
などに企画いただいき、体を動かす
ワークをやってみたり、じっくり「会
う」ということについて対話する、な
どのことが行われました。

同じ T シャツをきて、誰でもできる
エクササイズを、ともに体を動かす。
とてもインパクトのある時間でした。
また「会う」ということに、深くテー
マを設け話し合う場も興味深いもの
でした。
　　

そして、最後は曽和具之先生（神戸芸
術工科大学）が、会の全体像をまとめ
た Reflection TV をつくり全員で見
ました。
　　
そして、その日の３時間を振り返り、
このリフレクションムービーを見て
いて、このときなのです。
自分に、自分でも少し信じられないこ
とが起こりました。
　　
ぽろっと、涙が、でてきた。
　　
本来ならば、ここは一言コメントすれ
ばいいだけだった。RTV を視聴を受
けて、最後は、わたしが一言コメント
をして、上田先生が締めればよいだけ
なはずだったのに、それができなかっ
た。口をひらくと、そのまま涙が止ま
らなくなりそうで、しばらく口をつぐ

んでいた。
　　
あれっ、おれ、なんで、涙がでてるん
だろう？　　
　　
RTV を 見 て 感 動 し た せ い な の か、
１２月から１月にわたった準備期間
とオンライン開催にいたった経緯を
思い出したのか、はたまた、ZOOM
に並ぶ皆さんのお顔をみていたせい
なのかは、渾然一体としていて判別は
不可能なのですが（たぶん、そのすべ
てです）、あろうことか、不肖・中原、
言葉につまり、涙がでてきてしまいま
した。
　　
結局は、上田先生にフォローいただ
いて、何とかことなきをえましたが、
これは自分でもびっくりしました。こ
の 10 年のことが走馬灯のように浮か

んでは消えたのか…コロナのなかで、
僕自身も強がって生きてきたせいで
なのか…。
ちょっと理由はわかりません。
　　
ともかく、個人的には、ワークショッ
プのラップアップの瞬間、言葉にこれ
ほどまでに詰まった経験は（しゃべる
と涙が出そうで）、20年のキャリアで、
このワークショップしかありません。
　　
これは強烈な体験でした。　

冷静になって改めて、ふりかえって考
えて見ると、こういうことなのかな、
と思うのです。
　　
端的にいえば、
わたしたちはオンラインでも「あえて
いた」のだと思うのです。

シャバの世界では「対面で、向かい
あって」いても
ひととひとが「あえていないこと」も
あるのかなと思います
すれ違い、心が離れ、結局、「あえて
いるけど、あえていない」。
　　
一方、はるか彼方の、異なる場所に離
れていても

「あえて」いることもあるのかなと思
います。
　　　　　
結局、「あう」とは

「ともにあろう」とする
意志の力だ。

と思います。そして、この場は、たし
かに「ともにあろう」とする気持ちに
満ちていました。これが涙の原因だっ
たのかもしれません。今となっては、

答えは「風に吹かれている」けれども
…。
　　
ワークショップは３時間の予定で終
了しました。しかし、ここでまた、予
想外の出来事が起こりました。終了を
宣言しても、多くの方が「退出ボタン」
を押そうとしないのです。
　　　
個人的には、オンラインワークショッ
プで、最後に「退出ボタン」を押す
のが、これほどためらわれたことは、
一度もありません
この場は、そういう場でした。
なかなかお伝えするのは難しいです
が…。

たぶん、これは僕の予想ですが…今回
のワークショップは、また１０年語
り継がれる「経験」になると思います。

10 unmeets2022@online 11



そして、オンラインワークショップの
「新たな文法」が、また、ここから生
まれるような気がします。
　　
今回、参加者のみなさま、スタッフの
みなさまのおかげで、素晴らしい時間
をおくることができまいた。心より感
謝いたします。ありがとうございまし
た。すべての方々とお話しできなかっ
たことは残念ですが、これも次回お会
いしたとき喜びにつなげていきたい
と思います。
　　
とりわけ、今回企画でともにご一緒さ
せていただいた上田信行先生、井上佐
保子さん、石戸谷直紀さん、井上景斗
さん、秋月一絵子さん、三宅由莉さん、
いわた花奈さん、曽和具之先生には心
より感謝いたします。本当にありがと
うございました。
　
次回は、ぜひ、吉野でお会いしましょ
う！
　　
そして人生はつづく
　　　　　　
neomuseum
http://neo-museum.com/

https://www.youtube.com/watch?v=-3EGFSK2m0w

unconference2011 
曽和具之先生による RTV はこちらからご覧いただけます。
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昨日、僕は、unmeet@neomuseum
というオンラインワークショップが
無事週末に終了したことを、このブ
ログ記事で報告させていただきまし
た。
　　　　　　　

「会う」とは「ともにあろう！」とす
る「意志の力」である !? : unmeet@
neomuseum2022 が無事終了！
http://www.nakahara-lab.net/
blog/archive/13710

このワークショップは、著書「プレ
イフルラーニング」（上田信行、中原
淳）から 10 年たったことの記念で
行われるはずでした。ぜひ、もう一度、
吉野の neomuseum で対面で行いた
いと思っていたものの、オミクロン
で、やむなく、オンライン化。
　　　
しかし、せっかくやるのだから、こ
こは腹をくくって、楽しもう。オン

Nakahara Report 02オンラインワークショップ
の２つの未来 !? 
オンラインワークショップに「一手間」かけて

「共通体験・共通感覚」をつくりだす !?

中原淳先生のブログより　2022.1.25 08:39/ Jun
 
http://www.nakahara-lab.net/blog/archive/13729　　

ラインワークショップの最先端を走
るプロジェクトにしたい、と企画者で
話し合い、参加者の皆さんにもご協力
いただき、なんとか完走することがで
きた、というものです。参加者の皆様、
関係者の皆様に、この場を借りて御礼
を申し上げます。
　　　
経緯の詳細については、先日のブログ
をご覧ください。
　　　　　　
ところで、一夜あけて考えてみて、何
が、このワークショップのデザインと
して新しかったのかを、すこし俯瞰的
に考えて見ました。
　　　　　　　
端的にもうしあげれば、unmeet@
neomuseum というワークショップ
には、
オンラインでは、通常、不足しがちな

「共通体験」と「共通感覚」が生まれ
ていた。

のではないか、と思います。
これらは三宅さんや岩田さんらがデ
ザインしてツールを媒介してつくら
れてものです。ワークショップで使う
ツールは、前日までに、参加者の各家
庭に送られておりました（関係者の皆
様、お疲れ様でした！）。

まず、圧倒的だったのは「おそろい
の T シャツ」「おそろいの壁紙」であっ
たと思います。これで「舞台」が生
まれ、「さっきまで見知らぬ人々同士」
が「わたしたち」になりました（同じ
衣装に身を包む、わたしたちのアイデ
ンティティが生まれる）。
　　　　　
これらのツールに、けいとさん、ひ
えこさん（劇団バンビ）らが行った
ミュージックビデオ（みなでダンス
をする）を即席でつくるワークがあっ
たおかげで、圧倒的な「共通体験」が
生まれました。「わたしたち」を、さ

らに強固な「わたしたち」にするため
には、「共通のコト」が必要です。
　　　　
通常、わたしたちがよく知るオンライ
ンワークショップといえば、
　　　　　
　・ひとによっては画面オフ
　・ どこからアクセスしていて、何を

しているかも
　・誰が参加しているかもわからない
　・コンテンツは一方向で送信
　・ 内容は認知面に偏り、身体性があ

まりない
　　　　
ものも少なくないのですが、これらの
ワークで「今、ここにいて、同じこと
を楽しんでいる、わたしたち」という
気持ちが生まれたように思います。
　　　　
ふたつめは「共通感覚」です。
実は、先ほどの写真をもう一度見て
いただきたいのですが、今回、岩田

さん、三宅さんらから郵送されたツー
ルのなかには「チョコレート」と「紅
茶」がはいっていました。
ワークショップがはじまる前に、同じ
紅茶をいれて、みなで飲む。
ワークショップの途中で、疲れたとき
には、みなでチョコを食べる。
　　　　
　同じものを、同じタイミングで食べ
る経験と共通感覚を生み出すべく、こ
れらのものは贈られていたのだと思
います。 つまり、共飲・共食を通じて、
感覚を共有することができたのだと
思います。実際、紅茶のなかにはアー
ルグレイ。ベルガモットの香りがよい
ものもおくられていました。
　　　　
考えてみれば、オンラインワーク
ショップでもっとも欠けているのは、

「におい」や「あじ」なのです。
　　　　
人間の豊かな五感のなかで、「見る」

と「聞く」はオンラインワークショッ
プでも実現できますが、「におい」や

「あじ」は、なかなか難しかった。
　　　　
今回のワークショップでは、同じもの
を、同じ瞬間に食べたり、かいだり
することでこれを擬似的に再現でき
ました。先ほどの共通体験とあいまっ
て、共通感覚は、さらに強固な「今、
ここにいるわたしたち」をつくりだし
ていきます。
　　　　　　
もちろん、この他にも、「吹き出しツー
ル」と「水性ペン」などで、画面を通
してコミュニケーションをしたりす
るなど、面白いデザインがありまし
た。
　　
ちなみに、、、２日前にオンラインワー
クショップは終わったのですが、実
は、ネット上では、このワークショッ
プのリフレクションを「短歌」で寄
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せるアフターフォロー？が続いてい
ます。昨日、三宅さんから新たなミッ
ションカードが追加されました。短歌
でリフレクションというのも面白い
ものです。
　
吉野にて
逢えるその日を
待ち焦がれ
逢うと逢わぬの
意味を見つける

（中原淳）　　
　　
オミクロン
ああオミクロン
オミクロン
おまえも、おれも
今を生きてる

（中原淳）
　　
失礼しました（許可がとれていないの
で、わたしの駄作だけ…）。
　　
いずれにしても、今回のワークショッ

プは、おそらく
　　
一手間かけて、オンラインワーク
ショップを楽しくしようとするひと
びとに、様々なヒントを投げかけるも
のになったのではないかと思います。
　　　
もちろん、その実現には「一手間」か
かるし、コストもかかる。実際、参加
者は今回のワークショップに１万円
の参加費（実費）がかかっています（企
画者側はボランティアで運営してい
ます）。
　　　　
しかし、一手間かかるけど、楽しい。
一手間かかるけど、ここは腹をくくっ
て、やりきりたい。
そういうオンラインワークショップ
には、こうした「一手間」がこれか
らさらに工夫されていくのだろうな、
と思います。
　　
そして、ここには、オンラインワーク
ショップの未来にまつわる、２つの方

向性も見えて生きます。
　　　　
ひとつの方向性は、
　　
・ 500 名ー 1000 名が画面オフで聞

いている、コンテンツを渡すだけ
のオンラインセミナー（オンライン
ワークショップ）

　　
です。これはこれからも爆増していく
でしょう。
　　　
　もうひとつの方向性は、
　　
・ ツールなどに一手間かけて共通体験

と共通感覚を生み出すハイエンドな
オンラインワークショップ

の二つの方向性です。
　　
もちろん、この２つの「極」のあいだ
には、グラデーションが存在し、目的
に応じて「一手間」の範囲と深さが変
わってくるのでしょうけれども…。

　　　　
いずれにしても、ここから、オンライ
ンワークショップの新しいデザイン
文法がうまれることを、願っていま
す。
　
最後になりますが、参加者のみなさ
ま、スタッフのみなさま、本当にあり
がとうございました。
　今回企画でともにご一緒させてい
ただいた上田信行先生、井上佐保子
さん、石戸谷直紀さん、井上けいと
さん、秋月ひえこさん、三宅由莉さん、
いわた花奈さん、曽和具之先生にも、
心より感謝いたします。
　　　
　次回は、ぜひ、吉野でお会いしま
しょう！
　　　　
そして人生はつづく
　　　
下記のＵＲＬのショップから、今回の
スタッフの T シャツと共創ツールの
書籍の予約販売をなさっているそう

です。ここから購入してくださった方
にはツールのおまけつきだっそうで
す。もしよろしければぜひ！　
　　
ワークショップとツールの世界は、さ
らに深化していきそうですね。
　　　　
torois maison online shop
https://troismaison.official.ec/
p/00001
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共創にとってリアルな「場」の必要
性はこれから先もなくならないと思
いますが、このご時世だからこそオ
ンラインで共創の場を仕掛けること
が増えてきました。
こ れ は オ ン ラ イ ン で の イ ベ ン ト

「unmeets2022@neomusum」 で
のお話です。当初、奈良県吉野に
あるネオミュージアムでリアルイ
ベントを予定していたところ、コ
ロナの感染拡大によってオンライ
ンに切り替えざるを得なくなりま
し た。 そ の 時 す で に、 イ ベ ン ト
用の 32 種類の T シャツは発注済
み。ならばと、オンラインでも人と
人がつながることのできる「ツー
ル 」 を 一 緒 に 同 封 す る こ と に。 

リアルイベントではいろんな場所か
ら人がやってくるのに対し、この時
は、ツールというリアルな「モノ」
がみんなの元へと出向きました。苦
渋の決断だったのにも関わらず、結
果としては、ツールの力も借りなが
ら、参加者同士がしっかりとつなが
ることのできるイベントとなりまし
た。ここでは同封したツールを少し
だけご紹介させていただきます。一
方通行でないオンラインイベントを
考えていらっしゃる方は是非参考に
してみてください。
 

● Talk-Shirt（p.34-35） 
参加者一人一人の「みんなと共有し
たい言葉」がデザインされた T シャ
ツ。 
● Placemat（p.30-31） 
ブレイクアウトルームで話すメ
ニューが書かれたプレイスマット 
● Reaction board （p.64-65） 
リアクションを自由に書いて画面上
で出す吹き出しボードと消しゴムつ
きのホワイトボードペン。 
● Tea（p.78-79） 
3 種類の香りの良い紅茶の T パック
にイベントのロゴを巻き付けたもの。 
● Chocolate（p.78-79）
市販の板チョコにイベントのロゴを
巻きつけたもの。

オンラインで
ツールの威力を実感。

「Co-Creation TOOL 〜ツールで仕掛ける共創の場〜」
トール出版　編著：三宅由莉、いわた花奈

2022 年 2 月 10 日発刊

オンラインツール作成時には以下の
点を意識してつくりました。

❶画面上でのリアクション
　をわかりやすくする。 
❷参加者同士の「つながり
　しろ」をつくる。
❸みんなの顔を大きく映し
　出すために画面共有を使
　わない工夫をする。
❹匂いや味、音などを使っ
　て五感を共有する。 
❺オンライン上での一体感
　をつくる。

Co-CreationTooL
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着たい言葉を着る
Talk-shirt Salon 2022
自分の共有したい「言葉」がデザインされた Talk-Shirt。
一人一人違う「言葉」を身に纏った人が出会う。
その時、人は何を感じ、その場に何が起こるのか。それだけの実験。

22 unmeets2022@online 23



ミッションカード
Mission Card 
for unmeets2022@neomuseum
イベント当日を迎えるまでと、後日に出される参加者へのミッション。

「会う」瞬間をつくる、期待の時間と余韻の時間。
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unmeets@online 体験記

unmeets2022@online と い う イ ベ
ントに参加したんです。
登録して時々読んでいる、立教大学
経営学部の中原淳先生のメルマガで
イベントの告知が。大体中原先生の
関係するイベントって秒で埋まっ
ちゃうんですよね。今回も抽選とか
で無理かもなぁと思いながら参加申
し込みをしてみたのですが、なんと
すんなり参加できることに。

「Un」への憧れ

今 回 の イ ベ ン ト、 そ の 名 も
unmeets は、10 年前に開催された

「unconference2011」 が 蘇 る！ み
たいな話で、その文章を読んだ時に
はもう申し込みフォームを書き始め
ていました。
僕は 2014 年のはじめくらいに、い
ろいろワークショップについて勉強
しているときに、なんでだったかは
全く覚えていないのですが、上田信
行・中原淳（2013）『プレイフル・ラー
ニングーワークショップの源流と学
びの未来』三省堂 という本と出会い

（ちなみに当時ジュンク堂書店新潟店

でアルバイトをしていて見つけるの
は簡単だったのですが笑）ました。

そ こ で 上 田 先 生 と 中 原 先 生 に つ
い て 知 る こ と に な っ た わ け で す
が、この『プレイフル・ラーニン
グ』という本の中で出てきたのが

「unconference2011」のイベント
でした。とてつもなく面白そうなイ
ベントに惹かれ、でもそれがもう過
去のものになってしまっていたこと
にどこか悲しみを覚えつつ、なんと
かこのウエダノブユキという人に会
えないものかと思って調べまくりま
した。調べまくったら party of the 
future というイベントの情報がで
てきて、なんとあの奈良は吉野の
neomuseum でやるらしい！これは
参加するしかない！！と意気込んだ
手前なんと締切をすぎており 1 年お
預けに。
でもどうしても参加できなかったこ
とが残念で 1 年越しに party of the 
future 2015 に参加しました（この
時は情報解禁されるタイミングを待
ちに待って、出された瞬間に申し込
んだことをよく覚えています笑）。

これが上田先生との初めての出会い
でした。もうとにかく場の空気をぐ
わっと作ってしまう人で、すごかった
んですよね。旅館のおかみさんに感謝
の気持ちを伝えよう！っていってい
きなりワークショップが始まったり
とか（みんなでスリッパを並べてハー
ト型を作ってみたり）、わけわからな
さも感じつつその場は思いっきり楽
しみました。

ワークショップについて学ぶ中で、
「unlearn」という言葉と出あいます。
まなびほぐしという日本語があてら
れていて、当時の僕は衝撃を受けた
気がします。新しい服を、一度解体し、
自分の体にピッタリのものに編み直
すかのように、自分が得た学びをほぐ
し、そして自分にフィットする学びへ
と変えていく、これがunlearnです（僕
の記憶ではね）。

unconference, unlearn…。 な ん と
なく un という英語の接頭語にはネガ
ティブなイメージを持っていました
が、そのイメージが少し崩れ「Un」
に魅せられていたんだと思います。

そして 2021 年 12 月。その感覚すら
だいぶ忘れてしまっていた時に、急に
こんなコピーのついたイベントの情
報が飛び込んできます。忙しくてメー
ルを開いては返し…としているとこ
ろでこの情報を見つけます。
ビビッときたんでしょうね。しかも今
回は中原先生も関わっているじゃな
いか！この人にも会える場だ！とい
う下心満載で参加を決意しました。

ワクワクするツールと
の出会い

申し込みフォームの解答欄には「Talk 
T シャツ なるものをつくるから、そ
こにのせたい言葉を書いて！」という
ミッションがついていて、ここから
unmeets がスタートしました。
僕は「WA」という言葉を。最初は音
楽のことが頭に浮かんで、和音「和」
にしようと思ったのですが、平「和」、
日本的な「和」とか考えているうちに、
人の輪、めぐりの環、対話の話、驚
きのワッ！とかいろいろ出てきてし
まい、えいやっ！とローマ字２文字
の「WA」に。こんなデザインの Talk 

T シャツが出来上がっていました。

3 日前くらいに事務局からこの T シャ
ツが届いたのですが、T シャツと一緒
に、コメントボード、メニューの冊子、
チョコレート、紅茶などなどいろんな
もの（ツール）が一緒に入っていま
した。イベント用につくられたグルー
プチャットですでに開封した人たち
が写真やコメントをあげているのを
みて、まるでクリスマスの朝にプレ
ゼントを探しにいくこどもの頃にも
どったような気持ちでポストを見に
行きました。
届いた包みを開けて、出てきたものを
見て、ワクワク度が爆上がり。それぞ
れのもの（ツール）に込められた思い
を想像しながら、しばらく眺めてしま
いました 笑

デザイナーの三宅さんも言っていま
したが、ツールがとても大切なのだと
いうことを今回物凄く感じました。こ
こにあるちょっとしたコメントボー
ドや、いつも飲んでいる紅茶のティー
バッグが、このイベントのために特別
に送られてくるだけでワクワクする

気持ちをつくったり、温かい気持ちに
させてくれたりするのだと。ちょっと
したものでも思いを込めて、ツールに
していくことで、場や人が変わるのだ
ということを学びました。今回の第 1
の学びがこれでした。

ビジュアルって大切

上田先生のワークショップにはよく
あるミッションが今回は事前に 5 つ
ほど出されたのですが、このミッショ
ンの出し方がまたいいんですよね。
三宅さんがオリジナルでデザインし
た「ミッションカード」というものが
用意されていて、その画像とともにグ
ループにミッションが流れてくるん
です。
著作権があると思うのでここで実物
が見せられず残念なのですが、とに
かく素敵なんですよ。カラフルだけ
どシンプルな色合いで、カッコよく
もありながらとても柔らかいという、
最高でした。
そのミッションカードが、与えられた
ミッションに取り組む時に、考えたり
想像したりするための起点を置いて

オンラインで会うことに向き合う
 〜 unmeets@online に参加して〜

木口幸祐（きろ）さんの note より　2022 年 1 月 25 日 
https://note.com/kirojii03/n/n612458682e81
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くれているというか、なんとなく思考
が刺激されている感じがするんです
よね。不思議な体験でした。
と同時に、そういう見え方へのこだわ
りって大事なんだなとここで第 2 の
学びでした。

久しぶりの参加者感

最近仕事やら何やらで、イベントの運
営側・裏方にいることが多く、自分が
一参加者として、当事者としてその
場にいる経験がかなり減ってしまっ
ていたように思います。それに気づ
いたという事実自体も大きな学び（第
3 の学び）だったのですが、一参加者
として場に身を置けるというのがな
んとなく新鮮な感覚でした。
一緒に参加するみなさんが、事前につ
くられたコミュニケーショングルー
プの中で積極的に投稿したりコメン
トしたりしていく。自分もその中の
ひとりとしていつもより少し前のめ
りに場に関わってみる。というちょっ
としたことがすごく大きいことに思
えて、イベントの前からとてもワクワ
クしていました。コミュニティのボル
テージが少しずつ上がっていくその
感覚がだんだんと体があったまって
いくような感じでとても心地よかっ
たですね。
一参加者として参加するからこその
対等な立場での出会いもあったなと

思います。役割のようなものがついて
いることで逃している出会いってい
うのがきっとあるんだと思います。自
分も「運営側だから」という気持ちと
いうか意識の中で関わり方を変えて、
演じているのだろうなと思いました

（これが第 4 の学びですね）。

What a small world, 
What a wonderful 
world

出会いといえば、本当に世界は小さい
もので。自分が仕事で運営している場
に、新しく参加してくる方の保護者
がこのイベントの運営に関わってい
たり、自分の働いている会社が 10 年
以上前にプロジェクトとして立ち上
がった時、その構想の議論に参加し
ていた方がコミュニティの中にいた
り、2015 年 の party of the future 
2015 に参加されていた方がまた参加
されていたり、などなどで偶然の出会
いや再会がたくさんありました。それ
もとても刺激的でした。

前のめりさはどこから
くるのか

イベントが始まった時、事前のコミュ
ニケーションがあって、ボルテージが

少しずつ上がっていっていたという
こともあったのですが、その場にい
る人たちの「この日を待っていた！」
という共通の感覚がオンラインのイ
ベントにも関わらず画面越しに共有
されていました。自分がまるでみなさ
んと同じ空間にいるかと錯覚するか
のようでした。イベントは自宅のこた
つの上においてある PC の 13 インチ
の画面の中の出来事なのに。
なかなか体験したことのない不思議
な感覚でした。
オンラインイベントで 40 人くらいの
参加者がいる中で、誰一人として画面
オフの人がいなんですよ。それも最
初から。こんなイベント初めて参加
しました。それに気づいたのも終わっ
たあとだったのですが、シンプルに驚
きでした。
スタートしたあとも、それぞれのワー
クの中で参加者の方々の前のめりさ
がすごい。自分も負けじとぐいぐいい
きましたが、その熱量がとてもよかっ
たですね

まさに体験づくり。仕事でも「カスタ
マージャーニー」なんて言葉をつかっ
たりしますが、まさにこれだ！という
感覚です。
終わったあともミッションが続いて
いて、その余韻が偶発的にも残り続け
ているのですが、申し込み、参加が決
まり、ミッションをクリアして、参加

して、終わって、余韻に浸るところま
で、一連の体験が計画と偶発の組み
合わせでうまいこと設計されていて、
そこにまんまとはまっていくという。

こういうコミュニティのあり方とか、
体験ってどうやって生まれているん
でしょうか。上田先生、中原先生をは
じめ運営のみなさんがもちろんいろ
いろ計画してくれていたものだとは
思いつつ、それ以上の何かがあるよう
な気がしてなりません。

何かしたくなる、動き
たくなる、そういうエ
ネルギーをもらいまし
た

今も余韻が残っているからこそ、この
体験と、そこからの気づきや学びを言
葉に残しておこうと note の初投稿を
するまでになってしまったわけです。
人が勝手に行動したり、前向きにチャ
レンジしたりすることの背中を押し
ていくような体験づくりってすごい
ことだなと思います。

自分も高校生や大学生と関わる機会
が多いのですが、きっと今回のイベ
ントに参加したからこそ活かせるこ
とがある気がします。そこも言葉にし
たいと思いつつ。今日は筆が走り切っ
た、ならぬ指がタイプ仕切った気がす

るのでここまで。

それではまた。
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久しぶりにブログを書くことにした。
オミクロン株 (SARS-CoV-2 の変異
株 B.1.1.529 系統 ) における新型コ
ロナウィルスの影響が猛威を奮う前、
奈良・吉野「neomuseum」（同志社
女子大学の上田信行先生のおつくり
になったワークショップ専門ミュー
ジアム）で「unmeets2022（アンミー
ツ 2022）」というイベントが計画さ
れ、参加する予定にしていた。

このイベントは、どちらも教育を専
門とする専門家である同志社女子大
学におられた上田信行先生と現在は
立教大学に異動された中原淳先生の
共著で書かれた「プレイフル・ラー
ニング」という本が出版されてから
１０年という節目の年に企画された
企画であった。

上田信行先生とは、私自身がＭＩＴ
に留学していた時に同時期にＭＩＴ
メディアラボにいらっしゃっていた
先生で、毎回、異種交流戦での会話
を楽しんでいた記憶がある。帰国
後も、私を同志社女子大学のゼミ
に参加させてもらったり、いきな
り、「旅する neomuseum」という 
Facebook ライブ限定のラジオ配信
イベントにゲストとして出させても

らったり、更には、「場のデザイン」
というコンセプトで様々な建築家の
方々と交流があり、その現場に参加
させていただりと、非常に楽しい時
間を過ごさせてもらっている。ワー
クショップのデザイナーと呼ぶべき
上田信行先生は、日々違う仕掛けが
必ず用意されていて、毎回、最初は
多少なりとも不安になるものである
が、その日が終わった時には言い表
しようがない達成感に満ち溢れてい
る。

何 か の 機 会 に 見 つ け た 今 回 の
「unmeets2022」のイベント。「会
うこと」の意味を考えるというワー
クショップで非常にテーマが興味深
かったこと、更には、まだ行ったこ
とのない奈良・吉野の地へ出向いて
みたいと思い、参加申し込みをした
が、見事にオミクロン株の拡大のた
めにイベント自体は延期。代わりに
オンラインイベントを開催すること
になった。そこには、対面イベント
では感じることが出来なかった「オ
ンライン上で会う」ためのヒントが
様々に隠されいたように思える。

まず、事前準備。私が 2008 年 3 月
に Michael Nielsen という業界のス
ター研究者がトロントで一般の人も

巻き込んだイベントをするというこ
とで、トロントの街に初めて行きた
いということもあって、申し込んだ

「SciBarCamp @ U Toronto」 と い
うイベント。私は当時幸いなことに 
Michael Nielsen のオフィスがあった 
Perimeter Institute for Theoretical 
Physics というトロントから少し離
れた Waterloo というカナダの小さ
な田舎街に滞在していた。そこで、
イベントの準備をしている Michael 
Nielsen に出会い、どうしてこんなイ
ベントをやっているのか？更には、ど
のような事前準備が必要なのか？と
いうことを学んだ。

そ こ で、 出 会 っ た の が 会 議 の プ
ロ グ ラ ム を 事 前 に 全 く 決 め な い 
Unconference 形式というワーク
ショップ形式であった。当時の私は、
今よりも英語で表現するのが非常に
難しく、色々と苦労することがあった
が、１日の最後にパブで行われる組織
委員だけのミーティングに参加して、
翌日のワークショップがどのような
ものになるのか？ということを検討
していた。それは事前にワークショッ
プ参加者が、「これだ」と思う提案だ
けを考えてきて、プログラムは参加者
みんなの合議で決めていくというも
ので、非常に斬新的であった。この

unmeets

鹿野豊さんのブログ「科学者雑談」より　February 5, 2022 
https://researcher-chat.blogspot.com/

話を MIT で上田信行先生にしたとこ
ろ、即、このワークショップ形式を
検討していただいたようで、2011 年
に「REMIX2011@neomuseum」
というイベントでコンセプトを採用
していただいたように思える。当時、
私自身は吉野でのイベントには参加
していなかったが、先の「プレイフル・
ラーニング」の本の中でイベントの詳
細は紹介されている。

そのオンライン版。どうなるのだろう
と思っていたら、事前に配れた「ミッ
ションカード」。当時のイベントのイ
ラストを基にして描かれたもので、統
一感があり、更には、「自己紹介」か
ら「トークＴシャツのロゴ」、そして

「トークテーマ」などなど、様々に準
備をしなければならないことがあっ
た。自己紹介するだけでも面白くな
り、Facebook Group 上での見えな
い繋がりが繋がりを呼び、大変ビッ
クリしていた。また、親子での参加
者や 10 年前のイベント参加者からの
繋がりなど、多種多様で、「繋がって
いそうなのだけど、繋がっていなかっ
た」という感覚がイベントが始まる前
に得られたのが大きい。

そして、事前に送付されてきた贈り
物。「Ｔシャツ」「メッセージボード（ホ

ワイトボードタイプ）」「お茶」「チョ
コレート」と実に参加者の一体感を出
すにはうってつけのアイテムだった。
オンラインイベントの参加条件は、ド
レスコードが「送れてきたＴシャツを
着ること」であったため、皆、同じＴ
シャツを来て、イベントに参加するこ
とが出来た。場は共有できなくても、
アイテムを共有することで一体感が
高まるのだなと感じた。

更に、オンラインイベントがスター
ト。ウォーミングアップとして、みん
なで一緒に「ダンス」することから始
まる。夏休みに毎朝、ラジオ体操を
やっていた私にとってみれば、その
妙な一体感が好きであったが、それ
と似た疑似体験をすることが出来た。
そして、ブレイクアウトルームに分か
れて、２人っきりでの自己紹介。２分
間で喋らなければならないから、強制
的に喋るようになるし、とにかくセッ
ト数が多い。今回は８回行うと、参加
者同士で２回目ましての人が現れる。
こういう偶然も面白かった。個々の意
識をとがらせる時間と全体で場を共
有する時間とが見事に分かれていて、
非常に面白かった。何から何まで初め
ての試みを運営スタッフ自体も楽し
みながらやっていくことは並大抵の
ことではなかったと思うが、参加して

いて純粋に楽しかった。

そして、最後にきちんと「リフレク
ション」があった。そして、出来会っ
たのが特別な雑誌「un」。準備のとこ
ろからイベント中の風景、イベント
後のリフレクションまで実に細部に
こだわられたものであった。「なつか
しさ」もありつつも、どこかで「次も」
と思わせる仕掛けが満載であったな
と思っている。

オンラインでもオフラインでも、気持
ちを一つに出来る場の存在というの
はとっても重要だと思ったし、更には
意見を真剣にぶつけあわせるという
ことの大切さを改めて感じた。具体的
に明日行動できることがあるわけで
はないと思うが、こういうものの積み
重ねによって学びが一つ一つ昇華し
ていくのだろうと思っている。
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